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  2024年５月15日

   

各   位   

 会 社 名 日 本 ア ン テ ナ 株 式 会 社

 代 表 者 名 代表取締役社長 瀧 澤 功 一

 コード番号：６９３０ 東証スタンダード市場

 問 合 せ 先 専 務 取 締 役 清 水 重 三

  ＴＥＬ ０３－３８９３－５２２１

 

 （開示事項の経過）2024年３月期通期業績予想値と実績値との差異及び 

特別損失の計上並びに剰余金の配当（無配）に関するお知らせ 

 

 2024年３月期の連結及び個別決算において、特別損失を計上したことと、2023年５月15日に公表いたしました業績予想値と本

日公表の実績値に差異が生じたことについてお知らせいたします。 

また、本日開催の取締役会において、2024年３月31日を基準日とする剰余金の配当について、無配とすることを決議しましたこ

とをお知らせいたします。 

 

記 

１．特別損失の内容 
2024年４月25日に公表いたしました「特定子会社（孫会社含む）に対する債権放棄、特別損失の計上見込み並びに同特定子

会社の異動（持分譲渡）に関するお知らせ」に記載のとおり、当社特定子会社２社の持分譲渡による異動及び同２社に対する債

権放棄を行ったことにより、2024 年３月期の連結決算に957百万円、個別決算に2,799 百万円の関係会社整理損を特別損失と

して計上いたしました。 

 

２．業績予想値と実績値の差異 

（１）2024年３月期連結業績予想値と実績値との差異（2023年４月１日～2024年３月31日） 

 

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円銭

前回発表予想（Ａ） 11,500 △2,400 △2,400 △2,400 △230.02

実 績 値（Ｂ） 11,386 △2,081 △1,918 △2,906 △278.30

増 減 額（Ｂ－Ａ） △113 318 481 △506 ─

増 減 率（％） △1.0 ─ ─ ─ ─

(ご参考)前期実績 

(2023年３月期) 
12,070 △1,932 △1,933 △1,861 △178.58
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（２）2024年３月期個別業績予想値と実績値との差異（2023年４月１日～2024年３月31日） 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円銭

前回発表予想（Ａ） 10,000 △1,900 △1,900  △2,000 △191.68

実 績 値（Ｂ） 9,492 △1,543 △1,426 △4,291 △410.93

増 減 額（Ｂ－Ａ） △507 356 473 △2,291 ─

増 減 率（％） △5.1 ─ ─ ─ ─

(ご参考)前期実績 

(2023年３月期) 
10,514 △1,325 △1,288 △1,223 △117.37

 

３．業績予想との差異の理由 

 2024年３月期の業績につきまして、2023年５月15日に公表いたしました前回予想と比較いたしますと、まず放送関連機器の販売

に関しては、家庭用テレビ関連機器及びＣＡＴＶ事業者向け機器は概ね期初の想定通りに推移しましたが、通信用アンテナに関し

ては、通信事業者向け基地局アンテナの顧客の事業計画が変動したこと等により期初の想定に至りませんでした。一方、官需向け

デジタル無線用アンテナは機器の更新需要が期を通して堅調でありました。ソリューション事業につきましては、下期にかけて案

件受注が伸び悩み期初の想定を下回りました。この結果、連結及び個別売上高は前回予想を下回りました。 

 利益面につきましては、業務の効率化やコストダウンへの取組を継続して行ったことや値上げの効果等もあり営業利益、経常利

益が前回予想を上回りましたが、当社特定子会社２社の持分譲渡による異動及び同社２社に対する債権放棄に伴う関係会社整理損

の計上等の影響により、当連結会計年度は親会社株主に帰属する当期純利益は前回予想を下回りました。個別決算につきましても、

同様の理由により営業利益、経常利益は前回予想を上回りましたが、当期純利益は前回予想を下回りました。 

 

４．剰余金の配当について 

 
決定額 

直近の配当予想 
前期実績 

（2023年５月15日公表）

基準日 2024年３月31日 2024年３月31日 2023年３月31日

１株当たり配当金 ０円00銭 21円00銭 21円00銭

配当金総額 ― ― 236百万円

効力発生日 ― ― 2023年６月30日

配当原資 ― ― 利益剰余金

 

当社は、株主の皆様への利益還元を経営の最重要課題の一つと位置づけ、収益性の向上と財務体質の強化に努めるとともに、収

益力並びに内部留保の状況を勘案し、安定的かつ継続的な配当を行うことを基本としております。 

しかしながら、当事業年度の期末配当につきましては、多額の当期純損失の計上により利益剰余金が減少したことや、当社を取

り巻く事業環境が非常に厳しいことに鑑み、誠に遺憾ながら当初予定しておりました１株当たり21円の配当を無配とさせていただ

きます。 

株主の皆様には深くお詫び申し上げますとともに、可能な限り早期の業績回復に向けて努めてまいりますので、ご理解と引き続

きのご支援を賜りますようお願い申し上げます。 

 

以  上 

        


